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一
　
郡
山
市
の
概
要

　

郡
山
市
は
、
福
島
県
の
中
央
に
位
置
し
、
大
正
一
三

（
一
九
二
四
）
年
九
月
一
日
に
、
全
国
で
九
九
番
目
の
市

と
し
て
誕
生
し
、
こ
れ
ま
で
、
先
の
大
戦
や
度
重
な
る
自

然
災
害
な
ど
、
幾
多
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
歩

み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
積
極
果
敢
な
る
復
興
に
挑
み
、

大
き
な
飛
躍
を
成
し
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
一
月
一
日
現
在
、
人
口
は

三
一
万
八
七
一
一
人
、世
帯
数
は
一
四
万
四
〇
二
八
世
帯
、

行
政
区
域
面
積
は
七
五
七
・
二
㎢
（
中
核
市
六
二
市
中

一
一
番
目
の
広
さ
）
を
有
し
て
お
り
、
東
京
駅
ま
で
東
北

新
幹
線
で
約
七
六
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
、

鉄
道
や
東
北
・
磐
越
自
動
車
道
が
縦
横
に
交
差
す
る
な
ど
、

交
通
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
人
」「
モ
ノ
」「
情
報
」

が
繋
が
り
、
交
流
す
る
「
経
済
県
都
」
と
し
て
、
東
北
地

方
で
は
、
仙
台
に
次
い
で
第
二
位
の
経
済
規
模
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
地
球
温
暖
化

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
気
候
変
動
」、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
「
人
口
変
動
」、

利
便
性
を
高
め
て
人
口
変
動
を
補
完
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
変

動
」、経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
情
勢
等
に
よ
る
「
為

替
・
物
価
変
動
」、
社
会
経
済
や
災
害
対
策
な
ど
に
立
体

的
視
点
が
必
須
に
な
る
「
三
次
元
変
動
」
な
ど
、
時
代
の

大
き
な
転
換
期
に
直
面
し
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
　〝
職
員
総
活
躍
〟
の
た
め
の
職
場
環
境
の
整
備

　

こ
う
し
た
変
革
期
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
で
き
る
〝
職
員
総
活
躍
〟
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
誰
も
が
健
康
で
働
き
や
す
い
職
場
」

福
島
県

女性職員の活躍推進の取り組み女性職員の活躍推進の取り組み

郡
山
市
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進

に
つ
い
て

郡
山
市
総
務
部
人
事
課
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及
び
「
仕
事
で
自
己
実
現
で
き
る
職
場
」
の
実
現
を
目
指

し
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
及
び
「
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
四
月
に
「
郡
山
市
特

定
事
業
主
行
動
計
画
『
私
か
ら
始
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
』」

を
策
定
し
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
の
意
識
を
持
ち
、

職
員
に
と
っ
て
よ
り
良
い
職
場
環
境
を
自
ら
の
手
で
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三
　
女
性
職
員
の
更
な
る
活
躍
の
推
進

　

郡
山
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
前
期
計
画
（
策
定
期

間
：
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
度
～
令
和
二
（
二
〇
二
〇

年
度
）
で
は
、理
想
と
す
る
職
場
環
境
の
実
現
の
た
め
に
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」、「
育
児
・
介

護
と
仕
事
の
両
立
」、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
形
成
」
を

三
つ
の
重
点
項
目
と
し
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
休
暇
の
取
得
促
進
」、「
長
時
間
労
働
の
抑
制
」、「
妊
娠

～
出
産
～
職
場
復
帰
へ
の
支
援
」、「
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
の
整
備
・
活
用
」、「
活
躍
を
促
進
す
る
採
用
・
配
置
・

育
成
」
に
加
え
、「
固
定
的
な
男
女
の
役
割
意
識
の
解
消
」

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
課
長
相
当
職
以
上
の
管
理
的
地
位
に
あ

る
女
性
職
員
の
割
合
を
二
〇
％
以
上
に
す
る
」
と
の
数
値

目
標
を
掲
げ
、
人
事
交
流
等
に
よ
る
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
管
理
職
向
け
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
意
識
改
革
研
修
な

ど
の
各
種
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
割
合
は
七

～
一
三
％
で
推
移
し
、
計
画
満
了
時
点
で
は
七
％
に
留
ま

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
係
長
相
当
職
以
上
の
女
性
昇
格
者
数
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
図
る
職
場
風
土
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
か
ら
「
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」（
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
一
二
月
二
五
日
閣

議
決
定
）
及
び
「
国
家
公
務
員
の
女
性
活
躍
と
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の
取
組
指
針
」（
二
〇
二
一

（
令
和
三
）
年
一
月
二
九
日
一
部
改
正
）
に
お
い
て
、政
策
・

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
に
向
け
た
具
体
的

な
改
革
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
郡
山
市
特
定

事
業
主
行
動
計
画
後
期
計
画
（
策
定
期
間
：
二
〇
二
一
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（
令
和
三
）
年
度
～
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
度
）
で
は
、

女
性
職
員
の
活
躍
推
進
を
重
点
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
女
性

管
理
職
の
登
用
に
関
す
る
数
値
目
標
の
引
上
げ
や
拡
充
を

行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
内
閣
府
が
示
す
「
市
町
村
職
員
の
各
役

職
段
階
に
占
め
る
女
性
の
割
合
」
の
成
果
目
標
に
準
じ
、

重
点
項
目
三
「
キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
構
築
の
支
援
」
の
ア

ク
シ
ョ
ン
四
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
任
用
・
人

材
育
成
」
に
お
い
て
、「
課
長
、
課
長
相
当
職
の
地
位
に

あ
る
女
性
職
員
の
割
合
を
二
二
%
以
上
に
す
る
」及
び「
係

長
、
係
長
相
当
職
の
地
位
に
あ
る
女
性
職
員
の
割
合
を

四
〇
%
以
上
に
す
る
」
と
の
目
標
を
掲
げ
、
女
性
管
理
職

の
登
用
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
職
員
が
ワ
ー
ク
・
フ
ォ
ー
・

ラ
イ
フ
（
仕
事
と
家
庭
生
活
の
調
和
）
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
多
様
な
働
き
方
の
推
進
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

※【図】「郡山市特定事業主行動計画（後期計画）」体系図

※【グラフ】当市職員及び職位に占める女性の割合
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四
　
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
～
ベ

ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
と
育
児
休
業
サ
ポ
ー
ト
職

員
制
度
～

　

女
性
職
員
の
更
な
る
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
女

性
側
に
偏
り
が
ち
な
育
児
や
家
事
の
負
担
を
見
直
し
、
仕

事
と
家
庭
生
活
（
育
児
）
の
両
立
を
通
し
て
、
女
性
が
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

当
市
で
は
、
子
育
て
世
代
が
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
く

な
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
が
展
開
し
て
い
る
「
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」

に
賛
同
し
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
七
月
に
「
ベ
ビ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言
」
を
行
っ
て
以
来
、
企
業
や
行
政
が
一

体
と
な
り
様
々
な
取
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
推
進
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
男
性
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や

す
い
環
境
を
如
何
に
し
て
つ
く
る
か
と
い
う
課
題
に
対
し

て
、
人
事
管
理
の
側
面
か
ら
支
援
体
制
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
男
性
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ

と
に
よ
り
生
じ
る
所
属
内
職
員
の
負
担
増
加
を
解
消
す
る

た
め
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
二
月
か
ら
、「
育
児
休

業
サ
ポ
ー
ト
職
員
」
を
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用

し
、
短
期
の
育
児
休
業
に
お
い
て
も
代
替
職
員
を
補
充
で

き
る
環
境
整
備
を
行
い
、
本
年
一
月
時
点
で
、
合
計
四
人

の
「
育
児
休
業
サ
ポ
ー
ト
職
員
」
を
任
用
し
、
制
度
導
入

後
で
一
一
の
所
属
へ
職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
育
児
休
業
サ
ポ
ー
ト
職
員
」
を
配
置
す
る
際
に
は
、

サ
ポ
ー
ト
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
と
の
間
で

円
滑
に
事
務
引
継
ぎ
を
行
え
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
職

員
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
前
か
ら
代
替
職
員
の
配
置
を

行
う
な
ど
、
該
当
職
員
や
所
属
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え

る
運
用
と
な
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
育
児
休
業
を
取
得
し
た
男
性
職
員
か
ら
は
、「
周

囲
に
気
を
遣
っ
て
育
児
休
業
取
得
を
迷
っ
て
い
た
が
、
こ

の
制
度
の
お
か
げ
で
取
得
し
よ
う
と
決
め
た
。
子
ど
も
の

貴
重
な
成
長
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」

や
、「
仕
事
と
育
児
の
両
立
は
大
変
な
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

自
分
も
育
児
休
業
を
取
得
し
た
身
な
の
で
、
周
囲
で
育
児

を
し
て
い
る
職
員
が
い
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
所
属
内
に
お
け
る
育
児
中
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の
職
員
へ
の
理
解
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
も
あ
り
、
当
市
で
一
週
間
以
上
の
育

児
休
業
を
取
得
し
た
男
性
職
員
の
割
合
は
、二
〇
二
三（
令

和
五
）
年
度
は
四
二
.
九
％
で
し
た
が
、
二
〇
二
四
（
令

和
六
）
年
一
二
月
末
時
点
の
速
報
値
で
は
七
八
・
三
％
と

な
り
、
飛
躍
的
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

五
　「
女
性
活
躍
推
進
講
演
会
」
の
開
催

　

ま
た
、
当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
職
員
が
係
長
や
課

長
と
い
っ
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
管
理
職
に
就
い
た
職

員
が
少
な
く
、身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
少
な
い
た
め
に
、

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
職
員
や
、
育
児
や
介
護
等
を

理
由
に
昇
任
を
希
望
し
な
い
職
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
職
員
の
思
い
を
受
け
、二
〇
二
三
（
令
和
五
）

年
度
か
ら
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
様
々
な
部
署
や

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
管
理
職
員
が
、
自
ら
の
体
験

談（
成
功
事
例
や
失
敗
事
例
）を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る「
女

性
活
躍
推
進
講
演
会
」
を
開
催
し
、
社
会
全
体
に
お
け
る

課
題
（
育
児
や
介
護
と
仕
事
の
両
立
、
女
性
管
理
職
の
少

な
さ
な
ど
）
に
つ
い
て
考
え
、
具
体
的
な
解
決
策
の
ヒ
ン

ト
を
掴
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
同
じ
課
題
意
識
を
持
つ

女
性
職
員
同
士
が
交
流
し
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

従
前
か
ら
、
外
部
講
師
に
よ
る
女
性
職
員
を
対
象
と
し

た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
は
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、「
身
近
な
職
員
か
ら
の
話
の
方
が
、
よ
り
自
分
事
と

し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
考

え
か
ら
、
庁
内
職
員
に
講
師
を
依
頼
す
る
運
び
と
な
り
、

二
年
間
で
六
人
の
女
性
職
員
が
講
師
を
務
め
、
昇
任
を
希
望

し
た
時
の
思
い
や
、
家
庭
と
キ
ャ
リ
ア
の
両
立
、
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
を
、
係
長
昇
任
前
の
主

任
級
職
員
・
延
べ
二
七
六
人
が
聴
講
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
講
演
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
が
管
理
職
を
希
望

す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
や
、
管
理
職
の
役
割
、
心
構
え

等
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
の
講
話
の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
以
下
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

　
「
自
身
の
能
力
に
自
信
を
持
て
な
い
こ
と
か
ら
、
自
分
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に
は
相
応
し
く
な
い
と
考
え
、
昇
任
を
希
望
し
て
こ
な

か
っ
た
が
、『
守
っ
て
く
れ
る
上
司
と
支
え
て
く
れ
る
部

下
が
い
れ
ば
何
と
か
な
る
。
希
望
し
な
い
の
は
も
っ
た
い

な
い
』
と
意
を
決
し
た
。」

　
「『
係
長
は
係
員
を
ま
と
め
る
こ
と
が
大
変
そ
う
』
と
い

う
漠
然
と
不
安
が
あ
っ
た
一
方
、
ど
ん
ど
ん
昇
任
し
て
、

や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
よ
う
に
し
た
。」

　
「
次
に
続
く
女
性
の
た
め
に
、
道
を
切
り
拓
い
て
あ
げ

て
ほ
し
い
と
い
う
先
輩
上
司
か
ら
の
言
葉
に
共
感
し
、
昇

任
を
希
望
し
た
。」

　
「『
こ
れ
か
ら
は
女
性
の
時
代
だ
よ
。
管
理
職
を
目
指
し

て
み
て
は
？
』
と
上
司
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
こ
と
が

昇
任
へ
の
転
機
に
な
っ
た
。」

　
「
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
、自
分
も
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
分
母
の
一
人
と
し
て
、
チ
ー
ム
で
仕

事
を
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。」

　
「
管
理
職
に
な
る
四
〇
代
以
降
は
、
健
康
不
安
や
家
族

の
介
護
な
ど
、
悩
み
が
多
い
世
代
で
あ
る
た
め
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。」

　
「
判
断
力
や
窓
口
対
応
で
の
即
断
力
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
小
さ
な
こ
と
に
気
付
き
や
す
く
、
話
し
か
け
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
す
る
。」

　
「
管
理
職
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全
て
の
知
識
を
網
羅
し
、

完
璧
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
先

陣
を
切
り
、
部
下
に
助
け
て
も
ら
い
、
チ
ー
ム
と
し
て

一
〇
〇
％
に
な
れ
ば
い
い
の
で
、
不
必
要
に
気
負
わ
ず
、

周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。」

　
「
業
務
の
指
針
と
な
る
計
画
の
策
定
や
、
職
員
の
よ
り

よ
い
職
場
環
境
に
も
つ
な
が
る
体
制
整
備
な
ど
、
管
理
職

だ
か
ら
こ
そ
、
政
策
実
現
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
位
で
あ
る
。」

六
　
講
演
会
を
終
え
て

　

受
講
し
た
職
員
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
外

部
講
師
の
講
演
は
他
の
団
体
等
の
取
組
事
例
な
ど
最
新
の

動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、身
近
な
職
員
の
話
は
、

同
じ
目
線
で
あ
り
な
が
ら
も
考
え
方
や
意
識
の
違
い
等
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
い
う
声
が
多
数
を
占
め
ま

し
た
。
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ま
た
、「
ど
の
部
署
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
き

た
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
関
心
の
あ
る
こ

と
で
あ
り
、
講
師
に
と
っ
て
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
部
署
や
業
務
に
つ
い
て
の
話
は
、
今
後
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
う
え
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」
な

ど
、
い
ず
れ
の
声
か
ら
も
好
感
を
持
っ
て
聴
講
さ
れ
た
こ

と
が
伺
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

七
　
結
び
に

　

全
国
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
確
保
が
、
今

後
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
く
状
況
に
鑑
み
、
当
市
に

お
い
て
は
、
次
の
一
〇
〇
年
を
見
据
え
な
が
ら
、
予
見
可

能
性
を
高
め
、
先
手
先
手
で
対
応
す
る
「
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ

ワ
ー
ド
型
」
に
よ
る
市
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年

度
の
市
政
執
行
方
針
を
「『
新
時
代
一
〇
〇
年
創
造
都
市

実
現
型
』
課
題
発
見
・
解
決
都
市
の
創
生
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
「
開
物
成

務
」
の
精
神
の
も
と
、
音
楽
都
市
「
楽
都
郡
山
」
の
名
に

相
応
し
く
、市
役
所
全
体
が
協
奏
曲
を
奏
で
る
よ
う
に〝
職

員
総
活
躍
〟
と
し
て
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
ず
、
多
様
な
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ
や
生
き
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
都
市
・
郡
山
」
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※【グラフ】「令和六年度郡山市女性活躍推進講演会」職員ア
ンケート結果


